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ス
タ
ジ
ア
ム
用
地
借
り
上
げ
予
算
な
ど
可
決

条
例
廃
止
案
を
否
決

交
通
災
害
・

火
災
等
共
済

　
９
月
４
日
か
ら
26
日
ま
で
の
会
期
で
９

月
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。
本
定
例
会
で

は
、
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
度
一
般

会
計
補
正
予
算
案
や
、
行
政
委
員
会
の
委

員
な
ど
非
常
勤
職
員
の
報
酬
見
直
し
を
行

う
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
等
改
正
案
な

ど
46
件
が
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
初
日
に
、

グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
に
係

る
随
意
契
約
及
び
関

連
業
務
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
の

委
員
長
が
中
間
報
告

を
行
う
と
と
も
に
、

３
月
定
例
会
か
ら
継

続
審
査
し
て
い
た
市

長
給
料
等
特
例
条
例

案
の
特
例
を
適
用
す

る
月
等
と
、
５
月
定

例
会
か
ら
継
続
審
査

し
て
い
た
執
行
機
関

の
附
属
機
関
条
例
改

正
案
の
施
行
日
に
つ

い
て
、
市
長
か
ら
の

修
正
申
し
出
を
承
認

し
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
の

う
ち
、
報
酬
及
び
費

No.２73 9 月定例会号

用
弁
償
条
例
等
改
正
案
と
交
通
災
害
・
火

災
等
共
済
条
例
廃
止
案
を
否
決
す
る
と
と

も
に
、
平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）
度
の

一
般
会
計
と
９
特
別
会
計
及
び
水
道
・
病

院
会
計
の
決
算
認
定
等
は
、
継
続
審
査
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
他
の
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
、
14
、
15

面
の
議
決
結
果
、
賛
否
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、（
仮
称
）
吹
田
市
立
ス
タ
ジ
ア

ム
の
建
設
用
地
借
り
上
げ
に
係
る
平
成
25

年
（
２
０
１
３
年
）
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
（
第
４
号
）
は
、
全
員
賛
成
で
可
決

９月定例会の概要� １～３
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主
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掲
載
内
容

スタジアム建設募金団体提供　

（
仮
称
）
吹
田
市
立
ス
タ
ジ
ア
ム
完
成
後
の
イ
メ
ー
ジ

100
条
委
員
会

中
間
報
告

定
例
会
の
概
要

各
会
派
の
質
問

意

見

書

常
任
委
員
会
議
決
結
果

要
望
・
陳
情
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し
、
あ
わ
せ
て
附
帯
決
議
も
可
決
し
ま
し

た
。

　
職
員
給
料
の
減
額
割
合
を
引
き
上
げ
る

条
例
は
、
財
政
総
務
委
員
会
が
提
出
し
た

条
例
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
、
平
成
25

年
（
２
０
１
３
年
）
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
（
第
５
号
）
は
、
議
員
が
提
出
し
た

修
正
案
と
、
修
正
部
分
を
除
く
原
案
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

予

算

１　
一
般
会
計

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
度
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て
３
億
４
３
７
５
万
円
を

増
額
補
正
し
、
総
額
が
１
０
５
３
億
９
０

７
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
増
額
補
正
の
主
な
内
容
は
、
万
博
記
念

公
園
内
の
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
建

設
用
地
の
定
期
借
地
契
約
に
必
要
な
公
正

証
書
の
作
成
手
数
料
に
30
万
円
、
常
時
医

療
的
ケ
ア
の
必
要
な
重
度
障
が
い
者
等
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
生
活
の
拠
点
と
な
る
（
仮
称
）
く

ら
し
の
場
を
整
備
す
る
社
会
福
祉
法
人
に

有
償
貸
し
付
け
す
る
、
事
業
２
課
跡
地
の

庁
舎
解
体
撤
去
工
事
に
３
１
４
７
万
円
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
業
務

委
託
料
に
３
３
２
万
円
、
平
成
30
年
（
２

０
１
８
年
）
度
の
大
阪
外
環
状
線
鉄
道
の

完
成
に
合
わ
せ
て
整
備
す
る
都
市
計
画
道

路
南
吹
田
駅
前
線
の
立
体
交
差
事
業
に
１

億
１
７
０
０
万
円
、
老
朽
化
し
た
市
営
住

宅
の
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
集
約
建
て
替

え
を
佐
竹
台
２
丁
目
で
行
う
事
業
に
２
０

７
万
円
な
ど
で
す
。

　
減
額
補
正
の
内
容
は
、
本
年
６
月
１
日

か
ら
の
議
員
報
酬
10
％
削
減
に
よ
る
本
年

度
の
減
額
分
２
２
８
９
万
円
で
す
。

２　
特
別
会
計
・
事
業
会
計

　
国
民
健
康
保
険
会
計
で
は
、
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
へ
の
本
年
度
拠
出
金

額
の
確
定
に
伴
う
精
算
に
よ
り
２
３
７
１

万
円
を
減
額
補
正
し
、
介
護
保
険
会
計
で

は
、
前
年
度
の
国
庫
支
出
金
等
の
精
算
に

伴
う
返
還
金
と
し
て
６
０
７
１
万
円
を
増

額
補
正
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
で
は
、
財
団
法

人
吹
田
市
水
道
サ
ー
ビ
ス
公
社
の
清
算
結

了
に
よ
る
残
余
財
産
の
受
け
入
れ
に
伴

い
、
収
益
的
収
入
を
７
６
７
４
万
円
、
資

本
的
収
入
を
３
０
０
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
増

額
補
正
し
ま
し
た
。

主

な

条

例

○�

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
延
滞

金
の
割
合
の
引
き
下
げ
な
ど
を
行
う
も
の

で
す
。

○�

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例

等
の
一
部
改
正

　
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
指
定
管
理

者
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
範
囲
を
、

す
べ
て
の
法
人
に
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

○�

執
行
機
関
の
附
属
機
関
条
例
の

一
部
改
正

　
市
営
住
宅
民
間
資
金
等
活
用
事
業
者
選

定
等
委
員
会
を
市
長
の
附
属
機
関
に
す
る

も
の
で
す
。

単

行

事

件

○�

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
吹
田

市
民
病
院
の
中
期
目
標

　
来
年
４
月
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化
に

向
け
て
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
達
成
す
べ
き
業
務
運
営
に
関

す
る
目
標
を
定
め
る
も
の
で
す
。

契

約

○�

Ｊ
Ｒ
岸
辺
駅
南
駅
前
広
場
整
備

工
事�

（
１
億
７
２
９
３
万
円
）

○�

南
吹
田
下
水
処
理
場
雨
水
滞
水
池

機
械
設
備
工
事

�

（
１
億
７
７
２
７
万
円
）

○�

千
一
地
区
公
民
館
及
び
（
仮
称
）

千
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
建
設

工
事
（
建
築
工
事
）　　
　
　
　

�

（
１
億
９
４
３
６
万
円
）

○�

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
等
建
設
工
事

（
建
築
工
事
、
電
気
設
備
工
事
）

請
負
契
約
、（
仮
称
）
千
里
丘
北

小
学
校
建
設
工
事
（
建
築
工
事
、

電
気
設
備
工
事
、機
械
設
備
工
事
）

請
負
契
約
及
び
岸
部
第
一
小
学
校

校
舎
耐
震
補
強
三
期
工
事
（
建
築

工
事
）
請
負
契
約
の
一
部
変
更

　
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
改
正
に
伴

う
特
例
措
置
に
よ
り
、
請
負
金
額
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

（
審
査
内
容
の
一
部
は
11
〜
13
面
に
、
議

決
結
果
等
は
14
、
15
面
に
掲
載
）

　 　 平成25年 (2013年 )12月定例会日程案
　12月定例会は、右の日
程で開催する予定です。
　定例会の日程案は、11
月下旬に開催される予定
の議会運営委員会で内定
しますので、詳細は議会
事務局（直通電話 6384
－ 2696）までお問い合わ
せください。

12月 3 日 ( 火 )本会議 (提案説明 )
　　 10日 ( 火 )本会議 (質問 )
　　 11日 ( 水 )本会議 (質問 )
　　 12日 ( 木 )本会議 (質問 )
　　 13日 ( 金 )本会議 (質問 )
　　 16日 (月 )委員会
　　 17日 (火 )委員会
　　 24日 (火 )本会議 (討論・採決 )
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請

願

採
択
請
願
の
処
理
報
告

　
５
月
定
例
会
で
採
択
し
た
請
願
１
件
に

つ
い
て
、
市
長
か
ら
処
理
結
果
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

○�

幼
保
一
体
化
施
設
の
配
置
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
慎
重
に
進
め
る

こ
と
を
求
め
る
請
願

　
同
配
置
計
画
（
案
）
は
、
就
学
前
の
子

ど
も
の
保
育
・
教
育
に
関
す
る
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
本
年
３
月
に
策
定
し
た
際
に
、
幼

保
一
体
化
施
設
を
検
討
す
る
た
た
き
台
と

し
て
、資
料
の
中
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
幼
保
一
体
化
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
市

民
が
多
い
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
７
月
１

日
の
政
策
調
整
検
討
会
議
に
お
い
て
、
幼

保
一
体
化
施
設
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
一

定
の
基
準
に
よ
る
優
先
度
に
基
づ
き
、
慎

重
に
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
今
後
、
子
育
て
世
代
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
で
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が

ら
、
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
度
か
ら

順
次
開
設
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

　
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基

金
に
係
る
随
意
契
約
及
び
関
連
業

務
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

の
活
動
経
過
に
つ
い
て
委
員
長
が

本
会
議
（
９
月
４
日
）
で
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　
内
容
の
一
部
を
お
伝
え
し
ま
す
。

100
条
委
員
会
の

　
　
中
間
報
告
か
ら

　

本
年
３
月
７
日
の
第
10
回
委
員
会
で

は
、
関
係
企
業
の
代
表
取
締
役
に
参
考
人

と
し
て
質
問
を
行
い
、
関
係
者
に
対
す
る

追
加
の
資
料
要
求
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
に
は
、
市
か
ら
大
阪
府
警
察

本
部
に
提
出
中
の
資
料
を
閲
覧
す
る
た

め
、同
本
部
へ
の
実
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
18
日
の
第
11
回
委
員
会
で
は
、
法

的
助
言
等
を
得
て
調
査
す
る
た
め
、
弁
護

士
と
の
委
託
契
約
締
結
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

６
月
27
日
の
第
13
回
委
員
会
で
は
、
環

境
省
を
は
じ
め
関
係
者
に
対
し
、
地
方
自

治
法
第
１
０
０
条
の
規
定
に
基
づ
く
記
録

の
提
出
請
求
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

公
益
通
報
者
保
護
法
に
基
づ
く
公
益
通
報

窓
口
の
設
置
を
決
定
し
、委
員
会
終
了
後
、

同
法
に
基
づ
く
調
査
の
た
め
、
関
係
職
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
付
し
ま
し
た
。

　
７
月
16
日
の
第
14
回
委
員
会
で
は
、
環

境
省
、
大
阪
府
知
事
に
対
し
、
地
方
自
治

法
第
１
０
０
条
の
規
定
に
基
づ
く
記
録
の

提
出
請
求
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
29
日
の
第
15
回
委
員
会
で
は
、
市

長
に
対
し
、
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
の

規
定
に
基
づ
く
記
録
の
提
出
請
求
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
市
本
庁
舎
低
層
棟
屋
上

の
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
費
の
妥
当

性
等
の
調
査
の
た
め
、
１
級
建
築
士
へ
の

鑑
定
業
務
の
委
託
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
８
月
13
日
の
第
16
回
委
員
会
で
は
、
証

人
（
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
出
頭
及
び
証
言
を
求
め
る
関
係

人
）
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
基
金
事
業
の
担
当
者
等
の
職
員
４
人
に

対
し
て
尋
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
阪
府
知
事
に
対
し
、
地
方
自
治
法
第
１

０
０
条
の
規
定
に
基
づ
く
記
録
の
提
出
請

求
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
21
日
の
第
17
回
委
員
会
で
は
、
証

人
と
し
て
、
総
務
部
、
環
境
部
等
の
職
員

５
人
に
対
す
る
尋
問
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
８
月
27
日
に
は
、
委
託
建
築
士
に
よ
る

市
本
庁
舎
低
層
棟
屋
上
の
太
陽
光
発
電
設

備
の
現
場
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
２
日
の
第
20
回
委
員
会
で
は
、
証

人
と
し
て
、
前
副
市
長
や
関
係
職
員
２
人

に
対
し
て
尋
問
を
行
い
ま
し
た
。

※
な
お
、
中
間
報
告
後
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
９
月
４
日
の
第
21
回
委
員
会
及
び
10

月
16
日
の
第
22
回
委
員
会
で
、
井
上
哲
也

後
援
会
に
対
し
、
地
方
自
治
法
第
１
０
０

条
の
規
定
に
基
づ
く
記
録
の
提
出
請
求
等

を
行
い
、
10
月
22
日
に
は
、
再
度
大
阪
府

警
察
本
部
へ
の
実
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
・
企
業
決
算
審
査

　
　
特
別
委
員
会
を
設
置

　
平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）
度
の
一
般

会
計
と
９
特
別
会
計
及
び
水
道
・
病
院
の

事
業
会
計
、
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処

分
、
合
わ
せ
て
13
件
の
決
算
に
関
す
る
議

案
が
９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
議
案
を
審
査
す

る
た
め
、
二
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
閉
会
中
に
前
年
度
予
算
の
執
行
状
況

と
効
果
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

　
こ
の
審
査
結
果
は
、
12
月
定
例
会
で
報

告
さ
れ
る
予
定
で
す
。
各
特
別
委
員
会
の

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
　
玉　
井　
美
樹
子

　
副
委
員
長　
　
矢　
野　
伸
一
郎

　
委　
　
員　
　
榎　
内　
　
　
智

　
委　
　
員　
　
川　
本　
　
　
均

　
委　
　
員　
　
山　
口　
克　
也

　
委　
　
員　
　
柿　
花　
道　
明

　
委　
　
員　
　
橋　
本　
　
　
浩

　
委　
　
員　
　
井　
上　
真
佐
美

　
委　
　
員　
　
上　
垣　
優　
子

企
業
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
　
山　
本　
　
　
力

　
副
委
員
長　
　
山　
根　
建　
人

　
委　
　
員　
　
梶　
川　
文　
代

　
委　
　
員　
　
西　
川　
厳　
穂

　
委　
　
員　
　
後　
藤　
恭　
平

　
委　
　
員　
　
和　
田　
　
　
学

　
委　
　
員　
　
藤　
木　
栄　
亮

　
委　
　
員　
　
小　
北　
一　
美

　
委　
　
員　
　
坂　
口　
妙　
子

　
委　
　
員　
　
倉　
沢　
　
　
恵

100
条
委
員
会

中
間
報
告

定
例
会
の
概
要

各
会
派
の
質
問

意

見

書

常
任
委
員
会
議
決
結
果

要
望
・
陳
情


